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1.目的 
発達障害に対して有効性が指摘されている感覚統合療法を用いた作業療法実践が，日常
生活の獲得に影響を与えるかを実証する．  
 
2.方法 
対象：A 学園に通園しており，医療機関等で個別のリハビリテーションを受けていない発
達障害児 14 名とその家族．そのうち同意が得られ，チェックリスト等において回
答が有効だった 11 名について分析した．なお，介入は 14 名全員に実施した．  
介入：14 名を 4 つのグループに振り分け， 1 グループ月 1 回の頻度で感覚統合療法（以下
SI）を軸とした作業療法を実施．計 1 グループ 10 回実施．  
評価：JRI-R を介入前後において実施，  
   介入終了後にご家族へ感想の記入を依頼  
スタッフ：作業療法士 3 名 
 
3.結果 
介入前の JSI-R の結果より，11 名中，５名が危険領域，３名が感覚の偏りが推測される
領域であった．残りの３名においては，定型発達の領域であったが，下位項目である１つ
から４つの感覚項目に偏りが推測される領域を示していた．  
介入後においては，危険領域の５名のうち２名が感覚の偏りが推測される領域へ，１名
が定型発達の領域へと改善した．また，感覚の偏りが推測される領域の３名は，全員が定
型発達の領域への改善した．  
 さらに介入前後にいて下位項目ごとに，ウィルコクスンの符号付順位検定を行ったとこ
ろ，9 項目のうち固有覚，味覚，その他の３つの項目に有意差が認められた．  
 日常生活場面における変化においては，母親の記述から，「新しいことに挑戦するように
あった」，「チャレンジするところが増えてきた」というような，挑戦することに関する記
述が４名，高い所や乗り物が怖くなくなったというような恐怖心の克服に関する記述が２
名であった．  
 
4.考察 
発達障害児に対する SI の実施が，日常生活場面に影響するかを検証した．その結果，
JRI-R より，感覚の歪みに対する改善は認められた．日常生活場面においては，挑戦する
ようになった，恐怖心が減ったというような抽象的な内容にとどまった．これは，日常生
活場面における変化の評価を，母親の記述に頼ったことが理由のひとつとしてあげられる．  
 SI は，子どもの学習，行動，情緒や社会的発達を脳における感覚間の統合という視点で
理解し援助しようとするものである．身の回りにある様々な感覚情報から必要な情報を受
け取り，脳の中で情報をまとめあげることで，環境に対して適切に反応する適応反応とう
プロセスを重視している．そのため，今後 SI の適応と治療効果を明確にするために，対象
者の選定を十分に検討し，治療効果判定には環境に対する適応反応である物の操作，学習
への取り組み，姿勢の変化などの質的側面での改善を含めた効果を検討する必要があると
考えられる．なお，本研究は紀要に投稿予定である．  
